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みんなが主役 支え合うまち ささやま

地域を良くする みんなのきもち地域を良くする みんなのきもち
　

10
月
１
日
よ
り
全
国
一

斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

募
金
に
は
、
各
世
帯
に

募
金
を
お
願
い
す
る
「
戸

別
募
金
」、
事
業
所
、
寺

院
に
お
願
い
す
る
「
法
人

募
金
」、
児
童
、
生
徒
に

お
願
い
す
る「
学
校
募
金
」

な
ど
、
様
々
な
形
で
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

学
校
募
金
は
市
内
各
学

校
を
通
じ
て
、
児
童
、
生

徒
に
自
発
的
な
募
金
を
呼

び
か
け
る
こ
と
で
、
地
域

福
祉
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
篠
山
市

立
城
北
畑
小
学
校
で
は
、

児
童
会
役
員
が
募
金
箱
を

持
ち
、
登
校
し
た
児
童
に

募
金
を
呼
び
か
け
、
募
金

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
、
一
人
ひ

と
り
の
善
意
は
、
篠
山
市

の
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
、

福
祉
教
育
支
援
事
業
に
も

充
当
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
期
間
は
、
12
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

①税制控除方式
　｛（寄付金額）－2,000円｝×40％＝納付すべき所得税から
　控除される額
②所得控除方式
　｛（寄付金額）または（年間所得×40％）のどちらか低い方｝
　－2,000円＝課税対象所得から控除される額

　｛（寄付金額）または（年間所得×30％）のどちらか低い方－
　2,000円｝×10％＝納付すべき住民税から控除される額

　寄付金の損金算入されます。

※税額控除額は、その年分の所得税額の25％が限度額です。

１）  所得税については、  ①税制控除方式と②所得控除
　　方式のいずれかを選択できます。

２）  住民税については、寄付金税額控除が受けられます。
　　対象となるのは、寄付者の住所地の県共同募金会へ
　　寄付された寄付金のみです。

■個人の寄付金は

■法人の寄付金は

　社会福祉法人兵庫県共同募金会は、兵庫県より税制
控除対象法人の証明を受けています。

共同募金寄付金の税制上の優遇措置

～赤い羽根共同募金～～赤い羽根共同募金～
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今
、
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
で

話
題
に
な
っ
て
い
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
を
構
築
す
る
と

は
、ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
要
介
護
状
態
等
の

人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

だ
け
で
は
、
難
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
の
は
、
そ
の
人
を
支

え
る
一
つ
の
資
源
で
は
あ
り

ま
す
が
、
24
時
間
３
６
５
日

を
支
援
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。当
然
、介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
時
間

よ
り
も
、
利
用
し
て
い
な
い

時
間
の
方
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
福
祉
の
専

門
職
だ
け
で
支
援
方
法
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
民
生
委

員
や
自
治
会
長
、
時
に
は
近

隣
住
民
の
方
に
も
話
し
合
い

の
場（
個
別
地
域
ケ
ア
会
議
）

に
入
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
人

の
生
活
を
ど
う
支
え
て
い
く

の
が
良
い
か
、
と
い
う
こ
と

を
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
近
隣
住
民
、
地
域

の
福
祉
関
係
者
、
専
門
職
等

が
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
人
の
生
活
を
支
え
る
方

法
が
見
つ
か
っ
た
り
、
住
民

の
福
祉
へ
の
関
心
が
高
ま
る

こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
住

民
の
福
祉
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
く
る
と
、「
お
隣
さ

ん
、
気
に
な
る
な
ぁ
。
一
回

声
か
け
に
行
っ
て
み
る
わ
」

「
あ
っ
！ 

新
聞
が
溜
ま
っ
て

る
」「
本
人
に
会
っ
て
も
私

の
顔
を
思
い
出
せ
な
い
様
子

や
っ
た
し
、
一
回
家
族
に
聞

い
て
み
る
わ
」
と
い
う
こ
と

が
増
え
、
住
民
の
困
り
ご
と

に
対
し
て
、
相
互
に
助
け
合

え
る
関
係
が
築
け
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
助
け

合
い
だ
け
で
は
解
決
が
難
し

い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
一
度
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご

　

９
月
26
日
（
金
）、
西
紀
南

小
学
校
の
４
年
生
19
名
が
、
車

い
す
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
児
童
が
体
験
し
た
の

は
、
制
限
時
間
10
秒
以
内
に
車

い
す
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
た
た
む

こ
と
で
し
た
。
事
前
説
明
も
な

く
体
験
し
た
の
で
、
う
ま
く
た

た
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
協

職
員
が
た
た
み
方
を
説
明
し
た

後
に
再
度
体
験
す
る
と
、
10
秒

も
か
か
ら
ず
に
た
た
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
で
は
、

知
っ
て
い
れ
ば
車
い
す
操
作
は

難
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
経

験
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
車
い
す
本
体
の
説
明

や
使
い
方
の
解
説
と
実
演
を
聴

き
ま
し
た
。
車
い
す
本
体
の
説

明
で
は
、
各
部
分
の
名
称
や
必

要
性
の
説
明
を
受
け
、
特
に
、

普
段
車
い
す
で
生
活
し
な
い
子

ど
も
た
ち
に
は
不
必
要
に
感
じ

て
も
、
実
際
に
車
い
す
を
使
用

さ
れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
大

切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
た
。

　

車
い
す
に
人
を
乗
せ
て
移
動

す
る
際
は
、
乗
っ
て
い
る
方
の

気
持
ち
を
考
え
、
安
心
で
安
全

な
介
助
を
心
が
け
る
こ
と
、
ス

ロ
ー
プ
や
段
差
を
降
り
る
と
き

は
、
安
全
の
た
め
に
後
ろ
向
き

に
下
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

説
明
を
終
え
る
と
、
実
際
に

校
内
を
車
い
す
で
移
動
し
ま
し

た
。
普
段
歩
い
て
い
る
廊
下
を

車
い
す
で
通
っ
て
み
る
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
も
、
人
に

よ
っ
て
は
障
害
と
な
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
本
棚
で
は
、

低
い
と
こ
ろ
や
高
い
と
こ
ろ
に

手
が
届
か
な
い
こ
と
や
、
地
面

に
物
を
落
と
し
て
し
ま
う
と
拾

い
に
く
い
こ
と
を
、
経
験
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
車

い
す
の
方
だ
け
で
な
く
、
困
っ

て
い
る
方
を
見
か
け
た
と
き
に

は
、「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う

か
」
と
一
声
か
け
ら
れ
る
、
そ

ん
な
思
い
や
り
の
心
が
育
っ
て

い
け
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

相
談
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容

に
よ
っ
て
、本
人
宅
を
訪
問
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
関
係
機

関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
後
は
個
別
地

域
ケ
ア
会
議
を
積
極
的
に
開

催
し
、①
支
援
が
必
要
な
人

を
孤
立
さ
せ
な
い　

②
異

変
、
困
り
ご
と
に
気
づ
く　

③
気
づ
い
た
ら
誰
か
に
つ
な

ぐ　

相
談
す
る
、
と
い
う
解

決
に
向
け
て
の
、
プ
ラ
ス
の

循
環
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
お
困
り
ご
と
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

段差をゆっくり下りる児童

地
域
包
括

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

包
域
地

括
支
援
セ
ン
タ
ー

〜
西
紀
南
小
学
校
児
童
が
車
い
す
体
験
〜

福
祉
教
育
推
進
事
業
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９
月
19
日
〜
22
日
、
第
16

次
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
市
民

14
名
、
職
員
３
名
） 
活
動
を
、

宮
城
県
南
三
陸
町
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

活
動
初
日
は
、
土
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
１
１
８

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
り
、
私
た
ち
は
農
地
の

復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
作
業
は
、
農
地
に
新
た

に
入
れ
ら
れ
た
土
を
、
つ
る

は
し
や
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
起

こ
し
、
ピ
ッ
ケ
ル
で
大
き
な

石
や
草
を
取
り
除
く
と
い
う

内
容
の
も
の
で
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
、
南
三

陸
町
の
波
伝
谷
地
区
仮
設
住

宅
や
復
興
住
宅
の
窓
拭
き
や

網
戸
の
洗
浄
、
周
辺
の
草
引

き
を
行
い
ま
し
た
。昼
食
は
、

仮
設
住
宅
の
方
が
営
業
さ
れ

て
い
る
食
堂
で
、
地
元
で
採

れ
た
食
材
の
ご
馳
走
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。
午
後
は
、

語
り
部
ガ
イ
ド
の
後
藤
一
磨

さ
ん
と
合
流
し
、
高
台
に
は

あ
る
が
、
津
波
の
被
害
を
受

け
た
戸
倉
中
学
で
、
震
災
当

時
の
お
話
を
伺
い
、
今
回
の

津
波
の
規
模
の
大
き
さ
に
、

参
加
者
一
同
言
葉
を
失
い
、

復
興
に
向
け
て
一
歩
一
歩
進

ん
で
い
る
風
景
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
、①

「
決
し
て
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
」　

②「
人
に
伝
え
て
ほ
し

い
」　

③「
必
ず
ま
た
来
て
ほ

し
い
」　

と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
各
々
の
胸
に
刻
み
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

協力しあっての石の撤去

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動

  

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動

  

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

東
日
本
大
震
災
支
援
活
動

  

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

16次第

さん募集募集短期里親
年末年始の

　本年度も、12月28日から１月４日まで、加古川市
にある児童養護施設「立正学園」の子どもたちを篠
山に迎え、年末年始を市内の里親家庭のもとで過ご
す「第53回短期里親事業」を実施します。
　年末年始に子どもたちとのふれあいを通じて、家
庭のぬくもりを伝えていただけ
る里親さんを募集しますので、ご
協力をよろしくお願いします。

～11月21日（金）まで

12月中旬

1月4日（日）

↓

12月28日（日）

里親さんを募集（10名程度）
篠山市社会福祉協議会窓口にて、申込
み用紙の記入をお願いしています。

里子　出迎え式
里子をお迎えします。

子どもたちは里親家庭内で過ごします。

里子　帰園式
里子が養護施設へ帰るのを見送ります。

里親連絡会（市役所で開催）
児童養護施設「立正学園」の方から、
受け入れる子どもたちの状況を聞くこ
とができます。
里親さんの顔合わせも兼ねていますの
で、先輩里親さんに質問もできます。

地域福祉課 担当：金古映里 　 590-1112〈問い合わせ先〉地域福祉課 担当：小村美晴 　 590-1112〈問い合わせ先〉

●受け入れの流れ
内　　容日　時

障害者スポーツ
フェスティバル開催の
お知らせ

障害者スポーツ
フェスティバル開催の
お知らせ

　市内の障がい者が、スポーツ競技やスポーツレク
リエーションを通じて、お互いの交流と親睦を深め
ます。幼稚園児の参加もあり、楽しいフェスティバ
ルが繰りひろげられます。
　ぜひ、ご来場いただき、応援をお願いします。

10月30日（木）
午前10時～午後2時30分  
篠山総合スポーツセンター　体育館

10月30日（木）
午前10時～午後2時30分  
篠山総合スポーツセンター　体育館

●競　技
　パン食い競争、ダンス、大玉ころがしなど
●体験コーナー
　よさこいソーラン、卓球バレー、
　カーリング、フライングディスク
●ショータイム
　マジック

と　き

ところ

内　容

10第 回

平成25年度スポーツフェスティバルの様子



善意銀行だより
(敬称略)９月１日～30日預託分

－ 金銭預託 －

善意の預託・・・

善意の預託・・・

善意の預託・・・

松本美千代（井ノ上）

藤木千晧（小中）　

丹波ささやま農業協同組合　西紀大山支店

3,000円

20,000円

17,700円

　

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
、
赤
崎
勇

氏
、
天
野
浩
氏
、
中
村
修
二
氏
に
授
与

す
る
と
発
表
さ
れ
た
▼
物
理
学
賞

は
、
新
聞
に
研
究
や
成
果
が
掲
載
さ

れ
る
も
、
な
か
な
か
理
解
が
難
し
い

が
、
今
回
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
は
、

家
庭
の
照
明
や
車
の
ラ
イ
ト
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
も
実
用
化
さ
れ
て

お
り
、
少
し
身
近
に
感
じ
ま
す
▼
「
研

究
は
大
変
だ
っ
た
が
、
好
き
な
こ
と

な
の
で
当
た
り
前
」
赤
崎
さ
ん
。「
趣

味
は
研
究
。
休
日
も
研
究
」
天
野
さ

ん
。「
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
苦
労
す
る

が
ゆ
え
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
中
村
さ
ん
▼
続
け
る
こ
と
。
考
え

る
こ
と
。諦
め
な
い
こ
と
。

この広報誌は共同募金の一部助成を受け発行しています。

情 報 ボ ッ ク ス 篠山市ファミリーサポートセンター／ボランティアフェスティバル
善意銀行だより／心配ごと相談日／あとがき

－ 物品預託 －

芦田富基子（今田町芦原新田） 鉢植えの花　5鉢

飯田成代（垣屋）　折り紙細工

西澤昭美（栗柄）　折り紙細工 

小谷重二（知足）　ししとう0.5㎏

林真澄（福井）　洗剤等

数元とみ子（草野）　ピーマン6.5㎏

澤野啓子（曽地中） ぶどう5㎏

朝治信彦（西荘） 新米30㎏

Ｓ．Ｓ（当野） かぼちゃ32玉

・・・今田地区ひとり暮らし高齢者

・・・給食サービス

・・・給食サービス

・・・給食サービス

・・・特別養護老人ホーム

・・・給食サービス

・・・給食サービス

・・・給食サービス

・・・給食サービス

社協ささやま 第102号 4

下記のとおり相談日を設けています。お気軽にご相談ください。

と　　　き と　こ　ろ

13：30～16：00

  9：00～11：30

  9：00～11：30

  9：00～11：30

  9：00～11：30

今田まちづくりセンター

丹南健康福祉センター

篠山市民センター

丹南健康福祉センター

篠山市民センター

11／ 5（水）

11／ 7（金）

11／14（金）

11／21（金）

11／28（金） 篠山市社会福祉協議会 担当：村上恵子

※３歳以上の子どもさんは、一緒に参加できます。
※できあがりは、大人１人分になりますので、子どもさんの  
　分が必要な場合は、申込時にご相談ください。

※３歳以上の子どもさんは、一緒に参加できます。
※できあがりは、大人１人分になりますので、子どもさんの  
　分が必要な場合は、申込時にご相談ください。

と　き：

ところ：

講　師：

材料費：

持ち物：

託　児：

定　員：

申込締切：

～詳しくはファミサポまで～

申込み・問い合わせ先

担当  林　直美  　 590-1388担当  林　直美  　 590-1388
篠山市ファミリーサポートセンター篠山市ファミリーサポートセンター

と 　 き：

と こ ろ：

定 　 員：

利 用 料：

申込締切：

11月５日（水）、27日（木）

12月16日（火）

　※午前10時～12時（受付9時45分～）

四季の森生涯学習センター東館 和室（2F）

　※11月5日（水）は、城東公民館　和室（1F）

10名（生後６か月～就学前のお子さん）

子ども１人につき　１回500円

各実施日の１週間前までにお申し込みください

☆利用には申し込みが必要です
☆会員以外の方も利用できます
☆定員になり次第、締め切らせていただきます

☆利用には申し込みが必要です
☆会員以外の方も利用できます
☆定員になり次第、締め切らせていただきます

第 回3
と 　 き：

と こ ろ：

内 　 容：

対 象 者：

主 　 催：

11月９日（日）午後１時30分 （受付：午後１時）

丹南健康福祉センター　研修室（2階）

１. 活動発表

　　（１）海外支援ボランティア活動

　　　　バングラデシュの村を良くする会

　　　　　代表　岩下　八司 氏

　　（２）災害支援ボランティア活動

　　　　①篠山産業高校

　　　　②篠山産業高校 丹南校

　　　　③日本防災士会兵庫県支部

　　　　　　理事　田中　忠司 氏

２．アトラクション

３．パネル展示

ボランティア活動等に関心のある方

篠山市ボランティア連絡協議会

〈問い合わせ先〉 総務課　担当 松本ますみ　　　590-1112

11月14日（金）午前10時～午後１時

篠山市民センター　研修室3（調理室）

﨑田　薫さん（製菓衛生士、キレイになるお菓子教室主宰）

700円（大人1人分）

お米１合、エプロン、三角巾

あり（10名まで要予約）

15組

11月7日（金）


